
　

さ
わ
や
か
な
風
と
新
緑
の
美
し

い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
町
内
公
民
館
長
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
、
北
々
条
町

内
公
民
館
長
の
海
口
直
と
申
し
ま

す
。
諸
先
輩
が
務
め
あ
げ
ら
れ
て

き
た
大
役
を
、
同
様
に
遂
行
す
る

自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
様
方

に
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

さ
て
、
梓
川
地
区
で
は
４
月
末

に
大
宮
熱
田
神
社
の
お
祭
り
が
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
近
で
は
、

子
供
太
鼓
、
若
連
等
が
不
足
し
、

伝
統
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、

年
々
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の

が
実
情
で
す
。
ま
た
、
梓
川
地
区

の
一
大
行
事
の
一
つ
で
も
あ
る
運

動
会
に
お
い
て
も
、
若
い
年
齢
層

が
不
足
し
、
役
員
が
大
変
苦
労
し

て
い
る
な
ど
、地
域
の
中
で
も
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
築
き

上
げ
ら
れ
た
伝
統
を
守
っ
て
い
く

こ
と
は
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
向
き
合

い
な
が
ら
、
時
代
に
即
し
た
内
容

に
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
、
ア
ル
ウ
ィ
ン
（
長
野
県

松
本
平
広
域
公
園
総
合
球
技
場
）

の
一
体
感
に
魅
了
さ
れ
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ

の
頃
か
ら
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
を
応
援

し
て
い
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
不
毛
の

地
が
今
で
は
す
っ
か
り
地
域
に
密

着
し
て
い
ま
す
。
公
民
館
活
動
も

共
感
す
る
部
分
が
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
更
に
盛
り
上
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
地
域
の
皆
様
に
公
民
館

活
動
へ
の
一
層
の
協
力
を
要
望
し
、

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
精
一
杯

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

５
月
17
日
（
水
）
に
梓
川
小
学

校
に
お
い
て
、
あ
ず
さ
っ
子
み
ま

も
り
隊
の
紹
介
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
み
ま
も
り
隊
は
、
子
ど
も
た

ち
の
登
下
校
を
中
心
に
通
学
路
や

交
差
点
な

ど
で
見
守

り
活
動
を

行
っ
て
い

ま
す
。
隊

員
は
現
在

22
人
で
、

当
日
は
８

人
の
み
ま

も
り
隊
員

が
小
学
校

の
児
童
、
職
員
の
皆
さ
ん
に
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
み
ま
も
り
隊
を
代

表
し
て
、
髙
橋
正
さ
ん
（
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
教
育
部
会
長
）
が
あ

い
さ
つ
を
し
、「
一
人
一
人
が
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
注
意
を
払
い
な
が
ら

登
下
校
を
し
ま
し
ょ
う
。」
と
児

童
に
伝
え
ま
し
た
。
児
童
は
最
後

に
、
校
長
先
生
の
号
令
に
続
い
て

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
終
了

し
ま
し
た
。

▶
新
町
内
公
民
館
長
の
皆
さ
ん
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町内公民館 館　長 副 館 長 体 育 委 員 文 化 委 員 広 報 委 員
八景山 　 輪湖　久人 　 金井　信一 　 小松　文博 　 河越　崇宏 　 西岡　　宏

花　見 　 小山　正敏 　 奥原　陽平 　 山田　忠史 　 萩原　　庸　 　 齋藤　洋一

上　野 　 輪湖　和人 　 柴田　健吾 　 古旗　亮太 　 小松　雄大 　 水田　　徹　

丸　田 　 萬井　増博 　 金井　啓祐 　 宮下　　忠 ○ 松田　孝司 　 斉藤　重明

上立田 ○ 山口　高史 　 杉本　郁夫 　 武田　　繁　 　 松田登喜雄 ○ 浅治　　功

下立田 　 田多井俊夫 　 二木　紀明 　 武田　真悟 　 田多井和明 　 西牧　晃代

杏 　 倉田　正樹 　 金井　　伸 　 金井　直哉 　 丸山　貴史 　 田々井　智

こまち 　 山口　　晃 　 大藪　圭二 　 山田　　仁 　 中野　　剛

角影台 　 竹下　　登 　 小島　一成 　 横内　　稔 　 横山　雅史 ◎ 大日方　亨

上　角 〇理   森　　俊彦 　 森　　　司 　 川村　則和 　 宮澤　徹也 　 桑原　祐治

下　角 　 小松　　晃　 　 倉科　　歴 　 髙橋　伸吉 　 千葉　勝智 　 丸山　恵一

小　室 　 佐原　　茂 　 丸山　久武 ◎ 佐原　基親 ◎ 佐原　昭一 　 藤村　賢一

北々条 ◎ 海口　　直 　 村瀬弥寿男 ○ 二木　克之 　 海口　直志 　 村瀬　　純

南北条 　 西村　茂嗣 　 二木　光治 　 二木　俊司 　 川上　條司 　 二木　光治

大久保 　 小松　　浩 　 加藤　　彰　 　 中田　充俊 　 長﨑　直樹 　 今井　利幸

北大妻 　 池田　健太 　 上嶋　弘明 　 竹村　政彦 　 細田　昌孝 　 青木　　朗

上大妻 　 宮本　保幸 　 逸見　孝彰 　 逸見　政彦 　 青木　勝利 　 青木　充夫　 

南大妻 　 降旗　孝二 　 林　　　繁 　 辻　　善弘　 　 関　　規行 　 丸山　彰宣

横　沢 　 上嶋　省二 　 江口　信晴 　 竹内　雅幸 　 丸山　　洋 　 上嶋　幸恵

氷　室 　 田中　謙吉 　 百瀬　育朋 　 井出　　享 　 氷室　藤市 　 廣原慎太郎

岩　岡 〇理   中埜　善夫 　 細田　良継 　 宮坂　真之　 　 牛田　修平 　 木船　計明

運営委員
地区町内公民館長会長 ◎ 海口　　直

地区町会連合会長 　 小松　秀隆

地区体育協会長 　 齋藤今朝義
松本市スポーツ推進委員 
梓川地区会長 　 福田　香里

地区子ども会育成会代表 　 西村　順典
地区福祉ひろば会長
地区社会福祉協議会長 　 上嶋　一司

梓川小学校長 　 宮坂　俊之

梓川中学校長 　 板花　利美

梓川東保育園長 　 石川　直子

梓川西保育園長 　 藤野　園子

梓川小学校ＰＴＡ会長 　 永本　春美

梓川中学校ＰＴＡ会長 　 宮坂　明宏

地区民生児童委員協議会長 　 中沢　幸德

地区高齢者クラブ連合会長 　 青木　　厚

梓川児童センター館長 　 田野口さつき

学識経験者 　 森　　鉄雄

図書委員
　 小口　里香 　 永原　久里

　 西澤　典子 　 谷　　雅子

（◎会長又は委員長　○副会長又は副委員長　○理   理事　敬称略）

雑
記
帳

大日如来座像（中央）

　

上
大
妻
集
落
セ
ン
タ
ー
西
側
に

あ
る
「
観
音
堂
」
に
お
い
て
４
月

17
日
（
月
）
に
お
観
音
様
例
祭
が

行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
安
置
さ
れ
て

い
る
仏
像
は
昔
、
現
在
の
正
覚
寺

の
位
置
に
あ
っ
た
明
治
5
年
廃
寺

の
元
禄
の
時
代
の
開
基
と
思
わ
れ

る
「
旧
南
龍
山
長
松
寺
」
の
本
尊

大
日
如
来
座
像
や
不
動
明
王
、
観

音
菩
薩
像
五
体
で
あ
り
、
平
成
２

年
に
上
大
妻
町
会
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
た
本
観
音
堂
に
遷
座
さ
れ
た

も
の
と
梓
川
村
誌
に
あ
る
。
同
町

会
で
は
古
い
歴
史
を
持
つ
お
観
音

様
の
例
祭
を
春
と
秋
（
秋
は
10
月

17
日
）
の
年
２
回
、
町
会
有
志
参

列
の
も
と
行
っ
て
い
る
。
先
日
の

例
祭
で
は
お
堂
脇
に
咲
き
誇
る
桜

の
花
が
春
の
嵐
と
雨
に
打
た
れ
る

中
、
廃
仏
毀
釈
な
ど
の
時
代
の
変

遷
に
思
い
を
は
せ
つ
つ
参
列
者
一

同
お
念
仏
を
繰
り
返
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
を
ご
存
じ
で
す
か
。
高

齢
者
が
〝
住
み
慣
れ
た
地
域
〟
で

介
護
や
医
療
、
生
活
支
援
サ
ポ
ー

ト
及
び
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
市
区
町
村
が
中
心
と
な
り
、

「
住
ま
い
」「
医
療
」「
介
護
」「
生

活
支
援
・
介
護
予
防
」
を
〝
包
括

的
に
〟
体
制
を
整
備
し
て
い
く
と

い
う
方
針
の
こ
と
で
す
。
具
体
的

に
は
「
必
要
な
治
療
が
終
わ
れ
ば
、

で
き
る
だ
け
早
く
地
域
で
の
生
活

に
戻
る
」「
介
護
が
必
要
で
も
出

来
る
限
り
〝
住
み
慣
れ
た
地
域
〟

で
生
活
す
る
」「
そ
の
た
め
の
支

援
に
民
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
従

来
以
上
に
活
躍
す
る
」
等
で
す
。

急
速
に
進
ん
で
い
る
高
齢
化
に
対

し
て
国
が
推
進
し
て
い
ま
す
。
来

年
度
は
医
療
・
介
護
制
度
の
大
き

な
見
直
し
が
な
さ
れ
、
診
療
報
酬

と
介
護
報
酬
の
同
時
改
定
が
行
わ

れ
ま
す
。
施
設
か
ら
、
在
宅
・
地

域
へ
と
い
う
流
れ
が
よ
り
鮮
明
に

な
り
、
市
区
町
村
と
地
域
住
民
に

よ
る
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
私
た

ち
は
、
少
子
高
齢
化
時
代
に
お
い

て
も
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
重

要
な
局
面
を
迎
え
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
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